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1．はじめに
　従来の経済学では、市場内部の価格形成の議論が中心となり、市場という
制度設定を通じて生じる「制度設定者のレント」は閑却されてきた。市場と
いう制度の「制度設定者のレント」を問題にする意味は次の点にある。
　第一に、市場内部の取引のみに限定して議論してきた従来の議論を再検討
し、不可視化されてきた「制度設定者のレント」の所在を解明することである。
これを筆者は「杉﨑の領域」と名づけている。（杉﨑、2007）
　第二に、市場の制度としての多様性を確認し、「制度設定者のレント」の社
会化としての「レント・シーキングからレント・シェアリングへ」（杉﨑）の
方向性を探ることにある。
　「市場制度設定者のレント」は、市場設定者が市場を設定することによっ
て獲得する一連の報酬である。たとえば市場取引における手数料収入や市場
取引参加者からの会員権や証拠金収入がそれにあたる。「市場設定者のレン
ト」の源泉は、市場設定にあたって商品を定義し、取引手続きを規定し、市
場の秩序を維持する権力に由来する。国家が市場秩序維持の機能を代位する
場合もあるが、自由放任のもとでは「市場制度設定者」が権力機能を保持し、
レントを獲得することも可能になる。
　この場合、市場設定者に参加者が一定の手数料を払うとしても、市場内部
の価格決定においては特定の経済主体を益するようなレントは発生しない。
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完全市場では競争の過程で価格操作の可能性は排除され、参加者は価格を所
与のものとして受けとるしかないからである。このように、従来の議論は、
市場内部におけるレント発生の可能性を否定することで市場の公正性を担保
してきたといってよい。
　しかしながら、このような市場の機能を市場内部に限定することで、「市
場制度設定者のレント」が不可視化されてきた。これは「設定者のレント」
には間接的利益が存在し、数量化しえない性格をもつからである。しかし、
LIBOR の不正操作の発覚が明らかにしたように、金融市場の制度設定者に
よるレントの獲得と、市場内部における価格決定の自立性は別のものとして
把える必要がある。
　
2．景気循環における「制度設定者のレント」をめぐる闘争
（対立と協調）
命題 1
「市場制度設定者のレント」の源泉は、市場設定にあたって商品を定義し、
入場者を決定し、交換手段として貨幣を導入し、市場という制度の設定者が
市場の秩序を維持する権力を保持することに由来する。
　商品を定義するとは、希少性を定義することであり、制度設定者は対象の
希少性に関する情報を独占するか、あるいは情報の非対称性を利用すること
で、独自に特別報酬（レント）を獲得することが可能になる。
　入場者の制限や入場に当たっての条件の設定は、「制度設定者」の重要な権
能である。
　この権能には、次のような数量化しえない副次的利益が発生する。
　第一に、取り扱う商品の定義と関連して、市場取引の手続き、取り扱い言
語、書類様式等を決定し、関連するサービス従事者を創出し、市場を制度と
して統括する。たとえば商品市場において商品を規定し規格化するのは制度
設定者であり、国際的に取引を拡張する過程で、その言語や手続きを確定す
るのも「制度設定者」である。このような「商品の定義」により、規格を決定
することで、規格外商品を排除したり、設定者に適した市場の枠組みを決定
できる。
　特に労働市場における「制度設定者」の役割は重要である。個々の人間存
在を、みずからを商品として売ることで職を得る「労働力商品」へと転換す
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る役割を市場が負うからである。「制度設定者」が、労働市場を、人間を商品
として売買する場ではなく、人間と人間の関係構築の場として設定すること
も本来可能であるが、資本蓄積を拡大するために、利益の最大化を可能にす
る場として市場を設定することで、その可能性を排除している。市場には参
入制限があり、市場に参加しても、その市場は分断され階層化されている。
労働市場の特殊性は他の商品市場とことなり、個別の市場制度設定者ではな
く国家により統括されている点にある。しかし、歴史をふりかえれば、熟練
工労働組合が労働力商品を規定し、不熟練労働力や女子労働力をその市場か
ら排除した事例もある。
　第二に、「市場設定者」は市場立地を決定することで市場圏を構築し拡大す
ることが可能になる。今日的には、アメリカ主導のグローバル化に対抗する、
EU の市場設定や中国の市場設定がそれにあたる。
　第三に、「市場設定者」は、市場内取引に関わる関わらないを問わず、市場
内取引の全情報にアクセスすることが制度的には可能であり、そこに「市場
設定者」と「市場参加者」の間で情報の非対称性が発生する。市場設定者は、
市場外の情報を市場内取引に反映させ、市場価格の決定に影響をあたえるこ
とが可能になる。市場設定者は、市場の情報を把握することで、景気変動に
おいても事前にその兆候を察知することが可能になる。
命題 2
「市場制度設定者のレント」において情報の非対称性が存在する場合、景気
変動の予測についての優位性が生じ増幅される可能性がある。
　市場制度設定者は、市場に関わる全情報を集約することで、情報獲得の面
で一般参加者に対する非対称な優位性をもつことが可能になる。
　「市場設定者」は市場に対して中立的立場を貫くことで、市場そのものの
拡大発展を期するところに本来の役割があるが、「市場設定者」自身が市場の
参加者である場合には、上記のレントを直接獲得することが可能になる。完
全競争の市場といえども、価格変動に関しての情報へのアクセスをめぐって
情報の非対称性が存在し、制度設定者自体が市場内でのプレイヤーとなる場
合は、事前に知りうる情報へのアクセスが容易になることで、事前に知りえ
た情報をもとに特別利益を獲得できる。これは、情報の非対称性より生じる
レントである。
　多くの場合、市場制度の設定者は、管理者の立場に徹することで、市場に
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対する中立性を維持しようとするし、上述のレント・シーキングな行為は不
公正なものとみなされる。市場の中立性と透明性は、市場制度への信頼の根
幹にかかわるものであり、不公正な行為は排除されるべきものとしてあるか
らである。
　したがって「制度設定者」がプレイヤーを兼ねる場合には、とりわけ制度
の中立性や透明性が公正さの前提として強調されることになる。しかしなが
ら、市場制度設定における先行者利益が中心周辺関係を生み出す場合、たと
えば植民地支配をふくむ権力の介入が存在する場合には、市場制度の拡大が
そのような不均等性を生み出してきた歴史がある。
命題 3
「市場制度設定者のレント」は、市場の量的拡大と質的高度化による拡張性
によって増幅されるため、自由放任経済のもとでは「設定者のレント」をめ
ぐる闘争が全方向的に展開される。
　1980 年代以後の新自由主義改革とグローバル化は、アメリカ的制度への
「同質化運動」として推進されてきたといってよいが、対抗的市場の形成や
新規市場創設による「制度設定者のレント」をめぐる闘争が活性化し、制度
設定者相互間の闘争（対立と協商）にとどまらず、制度から排除された人々
の闘争（対立と協商）へと拡散することで、全方向的な闘争（対立と協商）が
展開されることになる。
命題 4
「市場制度設定者のレント」は、レント・シェアリングを通じて社会化・公
共化することが可能である。
　市場制度の設定者の中立性は、たとえば中央銀行の中立性として主張され
るところである。その場合、中央銀行の政府に対する中立性の問題と、中央
銀行制度の設定者が「制度設定者のレント」を社会的に還元することで、レ
ント発生に対して中立的であるかどうかは別の問題である。「市場制度設定
者」は、それぞれの市場における「市場制度設定者のレント」発生の源泉を可
視化することで、社会的に還元する道を選択することも可能になる。
　市場制度は、その自由性に特徴がある。資本蓄積の基盤をなす労働市場に
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おける国家の介入が厳然として行われる一方で、多様な商品市場の設定に関
する自由が、利益機会を追求する可能性を拡張する。特に、金融市場や通信
市場における自由放任が、市場制度設定の可能性を拡大している。
　しかしながら、このことは、市場設定者のレントが均霑されることを意味
しない。市場制度設定者とその追随者、その市場から排除される者の間の格
差を拡大し、市場から排除される者の生存そのものを脅かしかねないところ
に、市場が創り出す危機の問題がある。
　かつてグリーンスパン氏は FRB の議長のときに、「百年に一度の危機」を予
言していた。市場という制度設定者には、そのような「予知能力」があるこ
との証左でもある。原理的にいえば、市場制度の設定者は本来中立的であり、
資本蓄積の場として市場を設定するのではなく、利益や損失をシェアしなが
ら、相互扶助の場として市場を構築しうる可能性をもっている。勿論そこに
は、利益追求に血道をあげる「経済的人間」の文化的な価値転換と、宗教や
国家権力に従属しない、人々の相互扶助の精神と主体性の確立が必要となる
に違いない。
3．小括
　恐慌が不胎化され、景気循環が不分明となり、資本主義の規律が弛緩する
今日こそ、「制度設定者のレント」の存在について考察することが必要となっ
ている。資本主義は、際限なく膨張する GCES 構造を制御する有効な手段を
もたないまま、不均衡を拡大しながら地球規模の環境の上限に達しようとし
ているかのようである。それ自体、本来は人間の労働の果実であるべき GC
を、人類知によってコントロールすることが求められている。
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